
2026年6月17日～7月15日の4週間にわたって、本学の協定大学の学生を対象としたサマースクールを
開講しました。37回目の実施となる今年度は、アメリカのノーザンケンタッキー大学から5名、同じく
アメリカの南フロリダ大学から2名、タイのシーナカリンウィロート大学から1名、合計8名の学生が参
加しました。

第37回 岐阜大学サマースクール（受入）レポート - 2026年度
The 37th Gifu University Summer School Program (2026)

17 June Opening Ceremony, Campus Tour & Luncheon Meeting

開講式に続いて、ガイダンス、キャンパスツアー、ランチョンミーティングが行われました。
ランチョンミーティングには、サマースクール期間中に留学生と宿泊施設で寝食を共にする本学のレジデント
アシスタントや、サマースクール生とペアを組んで交流活動を行う学生サポーターも参加しました。当初は緊
張した面持ちの学生たちも、時間の経過とともに打ち解け、互いに親睦を深めていました。

18 June Excursion to INUYAMA : Castle and KARAKURI-Museum

24 June Student Exchange Activities

学生交流活動の一環として、サマース
クール生と学生ボランティアがグルー
プを組み、各グループでテーマを決め
て岐阜市探訪を実施しました。岐阜市
に対するそれぞれのイメージを共有し
た後、実際の探訪内容について話し合
いながら、岐阜の特徴への理解を深め
ました。

初回のエクスカーションでは犬山を訪れました。当日は気候にも恵まれ、小グループごとにガイドの案内を受
けながら見学することができました。サマースクール生は歴史的建造物や展示品を見学しつつ天守へと登り、
天守を吹き抜ける風に涼みながら城下町を一望しました。からくり館では、からくり人形の仕掛けに興味深く
見入る姿が見られました。ガイドによる丁寧な解説は1時間では足りないほど充実しており、サマースクール
生からも大変好評でした。見学後は城下町での買い物や散策も楽しみました。



3-6 July 郡上プログラム Gujo Program

1 July 七夕イベント Tanabata Event

日本の七夕の風習にちなみ、サ
マースクール生は短冊に願いごと
を書き込みました。笹に飾られた
短冊には、家族の健康を願うもの
や、将来の夢に関するものなど、
さまざまな願いが込められていま
した。参加者は日本文化に親しみ
ながら、完成した笹飾りを囲んで
交流を深めていました。

28 June Excursion to Seki City: Edged Tool Workshop

関刃物ミュージアムを訪問しました。館⾧による居合の実演では、竹が一瞬で割れる様子にサマースクール生
から驚きの声が上がりました。館内では刀剣製作に関する説明を受けたほか、鍛冶体験にも参加しました。そ
の後、打掛や陣羽織を着用して記念撮影を行い、買い物を楽しんだ後に帰路につきました。

郡上八幡国際友好協会のご協力のもと、郡上において文化交流およびホームステイを実施しました。川合小
学校では、授業の見学や給食の体験に加え、生徒とともに郡上踊りを踊りました。郡上高校では、剣道部員
の指導のもとで剣道を体験しました。また、日本の伝統文化である書道および茶道の講座も行われました。
サマースクール生はそれぞれのホストファミリー宅に温かく迎えられ、3泊4日のホームステイを行いまし
た。日本の家庭で過ごす時間は、サマースクール生にとって貴重で有意義な経験となりました。



10 July Excursion to Mino City: MINO-WASHI Museum

美濃和紙の里会館へ出かけ、美濃市で何百年も昔から今にいたるまで続く和紙である「美濃紙（みのがみ）」に
ついて学びました。
職人が使う本物の道具を用い、楮（こうぞ）100%の原料を使った紙すき体験にチャレンジした後、展示室を見
学し、美濃和紙の歴史や製造工程、道具などが映像と共にわかりやすく解説されました。

15 July Speech, Closing Ceremony & Farewell Party
最終日、修了式および歓送会が開かれました。6月18日から7月15日までの日本語授業で磨いた日本語を駆使
して、楽しかったことや印象に残ったことについて留学生がスピーチし、本学グローカル推進機構⾧から修了
証書が授与されました。

15 July Program Results Presentation

サマースクールの集大成として、学生交流活動で与えられた4つのテーマ「岐阜の史跡」「岐阜の伝統工芸」 
「岐阜の川文化」 「岐阜の食文化」について発表会が行われました。学生サポーターが見守る中、サマースクー
ル生は一人ひとりが岐阜についてのプレゼンを行い、日本語学習の成果を発揮しました。

8 July 能楽（能・狂言） Nohgaku (Noh & Kyogen) Workshop

能と狂言のワークショップが開催されました。能は、観世流シテ
方の味方團先生・田茂井廣道先生、狂言は大蔵流狂言方の茂山忠
三郎先生・山口耕道先生による講義と実演が行われ、サマース
クール生にとって「見て、聞いて、体験する」ことで、伝統芸能
の奥深い魅力に触れ、日本文化への関心を一層高める機会となり
ました。


